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保育者を目指す学生の授業「図画工作」への
取り組みについての一考察
─ 苦手意識と学習到達度の相関関係について ─
花　田　千　絵
Ⅰ．問題の所在
　筆者は保育士と幼稚園教諭（以下「保育者」という）を養成する短期大学において「図
画工作Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」の授業を担当しており、毎年度、入学後の学生を対象とした聞き
取り調査を実施している。その調査結果によれば、入学する学生のほとんどが選択授業「芸
術」で「音楽」を選択しており、「美術」の学習は中学時代が最後だという学生が多い。また、
「美術」が苦手と回答する学生も少なくない。しかしながら、保育者をめざす学生が「図
画工作」の授業で「美術」のスキル（知識と技術）を獲得する学習プロセスは重要といえ
よう。
　たとえば、平成30年度より適用される新たな幼稚園教育要領（以下「新幼稚園教育要領」
という）１）は、「幼児の幼稚園修了時の具体的な姿であり、教師が指導を行う際に考慮す
るもの」として「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を示している。また、新幼稚園
教育要領同様、平成30年度から適用される新たな保育所保育指針（以下「新保育所保育指
針」という）２）も「幼児教育を行う施設として共有すべき事項」として「幼児期の終わ
りまでに育ってほしい姿」を明示している。このうち、保育者養成教育の「美術」と関連
する「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は「豊かな感性と表現」である。
　では、学生一人ひとりが子どもたちの「豊かな感性と表現」を育むため、幼児教育をど
のように位置づければよいだろうか。その端的な議論として、無藤（2017）は、「幼児教
育の見方・考え方」として次のように述べている。
　幼児教育における「見方・考え方」は、幼児がそれぞれの発達に即しながら身近な環境
に主体的に関わり、心動かされる体験を重ね遊びが発展し生活が広がる中で、環境との関
わり方や意味に気付き、これらを取り込もうとして、諸感覚を働かせながら、試行錯誤し
たり、思い巡らしたりすることである。
　また、このような「見方・考え方」は、遊びや生活の中で幼児理解に基づいた教員によ
る意図的、計画的な環境の構成の下で、教員や友達と関わり、様々な体験をすることを通
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して広がったり、深まったりして、修正・変化し発展していくものである。こういった「見
方・考え方」が幼稚園などにおける学びにつながるものである。（無藤2017）３）
　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の中で、造形活動は狭義の意味では「豊かな
感性と表現」に関わるが、花篤・岡ら（1979）が「幼児の造形表現の活動は、ただ『作品
をつくる』といった単一なものではなく、環境や『もの』にはたらきかける『あそび』と
して、総合的な活動の中に芽生えてくるものなのである」４）と述べているとおり、園の
生活や遊びの中のいたるところに造形活動の要素があり、他の領域と密接に関係している
ことは明らかである。
　筆者は、年々、素材体験が乏しく、応用力のない学生が目立ってきたように感じている
が、前述の「幼稚園などにおける学び」に対応できるような保育者としての資質や能力を
引き出すことは保育者養成教育の重要な課題と考える。
　ところで花篤・岡ら（1979）によれば「幼児の造形表現は、（中略）他からの強制や命
令でするものではなくて、まったく自発的で、創造的な活動の姿として展開される。そこ
には無我と言っていい集中性をもって、自分がそのものになりきって（自己同一化）表現
している。そのまま自己表現なのである」５）という。保育者は、幼児が自発的に自己表
現するための環境を整える素養を身につける必要があり、まずは学生たちの基礎力向上を
図ることが喫緊の課題となる。
　そこで本稿は、「図画工作」の基礎力向上に向けた教育実践の課題を明確化するため、
勤務する短期大学の１年生を対象とした授業科目「図画工作」に対する意識調査をおこな
い、調査対象者（以下「学生」という）の「図画工作」に対する意識と学習到達度の関連
性を解釈的アプローチにより分析・考察する。
Ⅱ．本研究の方法
　平成29年４月、１年生135人に対し、「図画工作」初回の授業で「図画工作や美術に関す
る意識調査」アンケート調査を実施した。「あなたは図画工作や美術は好きですか。」とい
う設問に対し、「好き」「嫌い」「どちらでもない」という選択肢を設定し、その理由を自
由記述で記入する方法をとった。また、幼児期の描画・製作経験についての自由記述、短
大での「図画工作」の授業や、造形活動についての不安や質問についての自由記述の欄を
設けた。
　学習到達度については、鉛筆デッサンにより検証する。デッサンは、「造形表現の基礎
となる形体や空間などを把握させ、的確な観察力を養い、表現と鑑賞の能力を高める。」６）
学習のひとつである。
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はじめに、事前学習として、①鉛筆をカッターで削る練習②鉛筆による濃淡のグラデーショ
ン（同じ大きさの枠が複数印字された用紙の枠内に鉛筆で濃淡をつけ、枠内を均一に鉛筆
で着色する練習）③明暗を段階的に表現する練習をした。デッサンは１コマの授業で、白
色の発泡スチロール材の直方体を一人一個ずつ配布し、画用紙に鉛筆でデッサンする。一
斉指導により、線描の遠近法による形のとらえ方を説明し、次の段階として、明暗をつけ
て立体感を表現することを説明した。学生がデッサンをしている間、指導者は机間巡視を
し、学生からの質問や相談に答え、また説明が理解できていケースなど、学生への個別指
導を行い、全体的に偏りのない指導を行うよう心掛けた。
Ⅲ．結果と考察
１．「図画工作や美術に関する意識調査」アンケート
　質問「図画工作や美術は好きですか」への回答は、「どちらでもない」が40％で最も多く、
「好き」30.3％、「嫌い」29.6％であった（表１）。
　「好き」と回答した理由で多かったのが、「苦手だが好き」で、「得意ではない、うまく
できないが楽しいから好き」という記述も多い（表２－１）。また、「絵を描くのは苦手だ
が工作は好き」という回答は３グループに共通して多い回答で全体の４割を占めた。とく
に「どちらでもない」グループの回答で最も多いことから、「絵を描くのは苦手だが工作
は好き」だから「図画工作や美術に対して好きですか」という問いに「どちらでもない」
と回答した学生が多いといえる。
　「嫌い」と回答した理由は、「工作も絵を描くのも苦手」、「絵を描くのは苦手だが工作は
好き」、また、「不器用だから」や「イメージ通りに形にできない」など、苦手な理由が技
術面であると自己認識している学生もいた（表２－２）。
表１　図画工作や美術に対する意識調査「図画工作や美術は好きですか」への回答
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表２－１　図画工作や美術に対する意識調査　図画工作や美術が「好き」と答えた理由
表２－２　図画工作や美術に対する意識調査　図画工作や美術が「嫌い」と答えた理由
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「どちらでもない」と回答した理由は「絵を描くのは苦手だが工作は好き」に次いで「苦
手だが好き」、「イメージ通りに形にできない」であった（表２－３）。
表２－３　図画工作や美術に対する意識調査
図画工作や美術が好き嫌いの「どちらでもない」と答えた理由
表３　幼児期の描画・製作経験についての回答
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　次に、幼児期の造形の経験について考察したい。「あなたは幼児期にどんなものを描
き、製作しましたか。可能な限り思い出して書いてください。」について、自由記述のため、
記載数は任意である。記載数は「好き」グループが最も多く、次いで「どちらでもない」、「嫌
い」グループは最も少なかった。
　自由記述の回答で多かったのが「人物画・似顔絵」、「粘土による立体造形」、「折り紙」、
「泥団子」、折り紙、ちぎり絵やスタンピングなどの「基礎技法」が「好き」「嫌い」「どち
らでもない」いずれのグループでも回答があった（表３）。
　「嫌い」グループの中では、「粘土が嫌いで花とか人の絵を描いていた」といった、すで
に幼児期に苦手意識があったことを感じさせる記述や、「お絵描きは好きだったけど何を
描いたか覚えていない」「折り紙でなにかしらつくった」など、興味・関心の低さがみて
取れる記述があった一方で、「女の子の絵をよく描いていた」や「賞をとった」などの肯
定的経験の記述もあった。幼少期には、造形活動を通して「楽しい」など、造形に対して
好意的な感情を抱く経験の機会があるはずだが、美術に対して苦手意識を持つ学生の中に
は、幼少期からすでに嫌いという否定的な感情を持っていたケースもあった。現在苦手意
識を持つ学生の中に、幼少期には好きだった、賞をとった、得意だったというケースもあっ
たにもかかわらず、全学生中で４割を占める「絵を描くのは苦手だが工作は好き」という
意識形成の過程には、子どもの絵の発達段階を経て、写実期に理想と描写技術が乖離し自
信を無くした結果、描画に対し苦手意識を持ち始めるという例が少なからず該当すると推
測される。
　「好き」と回答したグループでは、「父が大工なので家で木を削ってネズミを作った」、「母
の描いてくれた絵をぬりえにして色塗りをした」と、家庭環境が図画工作や美術に対して
好意的な感情を持つことに影響を与えていると推察できる記述もあった。
　また、粘土や泥団子づくり、落ち葉や木の実などの自然素材を使った造形についての記
述も多く、「何日もかけてピカピカ泥団子をつくった」（図画工作や美術は「嫌い」と回答
している）、「表面をいかにつるつるにできるかが楽しかった」（図画工作や美術は「どち
らでもない」と回答）など、触覚を通して感覚に強く訴え、ざらざらした砂がつるつるに
変化した時の驚きと達成感を味わった経験や、基礎技法である、はじき絵に関し、「クレ
ヨンで描いて絵具で塗って、クレヨンの所だけ水をはじくのに驚いた記憶がある」（図画
工作や美術は「好き」と回答）などの、感動や驚きの経験が強く印象に残っている事例も
あった。
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２．デッサンの学習到達度
　デッサンを評価するときに、①線により立体感が表現できているか。②明暗により空間
表現ができているか。主に以上の２点を評価の観点とし、Ａ、Ｂ、Ｃの三段階で評価をした。
Ａ：・評価の観点①と②を達成している。・パース（遠近法）にやや狂いがあるが、空間
を明暗で表現しようとしている。
Ｂ：・線の歪みが目立つ。・パース（遠近法）の狂いが目立つ。・明暗による空間表現がで
きていない。
Ｃ：・全体のバランスが崩れている。・線の歪みが大きく目立つ。・明暗による空間表現が
できていない。
　評価の結果を比較すると、図画工作や美
術を「好き」と回答していた割合が評価「Ａ」
グループでは38％、評価「Ｂ」グループで
は26％、評価「Ｃ」グループでは24％であり、
「嫌い」と回答していた割合が評価「Ａ」グ
ループでは23％、評価「Ｂ」グループでは
31％、評価「Ｃ」グループでは44％であった。
しかし、評価「Ａ」には「嫌い」と回答した者がおり、また評価「Ｃ」には「好き」と回
答したものがおり、好き嫌いの意識がすべて評価の結果に結びつくわけではない。よって、
図画工作や美術への苦手意識が鉛筆デッサンに関しては学習到達度にある程度結び付く傾
向があるといえる（表４）。
図１　評価「Ａ」の作品例
図３　評価「Ｃ」の作品例
図２　評価「Ｂ」の作品例
（逆パースになっている）
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　評価「C」グループの作品を分析すると、パースの狂いという、理解すれば改善可能と
思われる点に加えて、線がまっすぐに描けていない、直方体の角（線と線が交わる点）をしっ
かりと表現できない、面を均一に着色できない、という、理解力に加えて身体能力の伴う
要因及び、丁寧さや集中力の欠如と考えられる要因が考えられる。これらをもって、学生
は「不器用だから」と回答していると考えられる。
　評価「C」グループのうち、図画工作や美
術を「好き」と回答していた学生の理由は以
下のとおりで、「描くことは苦手だけど、もの
を作るのは好き。」「好きだけど絵を描くのが
苦手」「細かい作業が得意で好きです。でも絵
は少し苦手です。」「絵を見たり、風景画を描
くのは好きだけど、イラストや人物を描くの
が苦手。」と、全員が、絵を描くのが苦手と自
覚している。
　デッサン評価の要因はほとんどがパースの
狂いが主で、面を丁寧に着色する力はある者
が多い。（図４）。
　評価「C」グループのうち、図画工作や美術を「どちらでもない」と回答していた学
生の理由には、「絵を描くのが苦手」「ものを見て描くのが苦手」「絵を描くのは好きだが、
上手に描くことができない」「作るのは好きだが、想像力がない」「ものを作ることは好き
だけど、不器用だから美術は苦手」であった。
表４　デッサン評価と好き嫌いの割合
図４　評価「Ｃ」で図工や美術を「好き」と
回答した学生の作品例
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　デッサン評価「C」の要因は、パースが狂っ
ている、線の歪みが目立つ、明暗による空間
の表現ができていない、であり、デッサン評
価「C」で図画工作や美術を「好き」と回答
したグループよりも線を真っ直ぐに描く丁寧
さに欠ける。（図５）。
　評価「C」グループのうち、図画工作や美
術を「嫌い」と回答していた学生の理由は、「苦
手」「不器用」で、「短大での『図画工作』の
授業や、造形活動についての不安」の問いに
対する回答は、「想像力が無くて、何を描くか・
作るかを考えるだけで時間がかかる。」「ひら
めきがない」「中学の美術授業が毎回憂鬱だっ
た」「不器用」とのコメントがあった。デッサ
ン評価「C」の要因は、パースの大きな狂い、
線の歪み、明暗による空間の表現ができていない、であり、鉛筆でストロークを均一に保
持して面を均一に着色することができず、明暗による立体表現ができない、また、客観的
にものを見る力が欠如している（図６）。
Ⅳ．結論
　本稿は、「図画工作」の基礎力向上に向けた教育実践の課題を明確化するため、勤務す
る短期大学の１年生を対象とした授業科目「図画工作」に対する意識調査をおこない、学
生の「図画工作」に対する意識と学習到達度の関連性を解釈的アプローチにより分析・考
察した。
　その結果、
・「図画工作」に対する意識調査では、「好き」３割、「嫌い」３割、「どちらでもない」４
割であった。
図５　評価「Ｃ」で図工や美術を「どちらで
もない」と回答した学生の作品例
図６　評価「Ｃ」で図工や美術を「嫌い」と
回答した学生の作品例
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・絵を描くことに対して苦手意識を持っている学生が４割いることがわかった。
・幼児期の造形活動経験が、現在の「図画工作」に対する意識に直接は結び付かない場合
もあり、それは絵の発達段階における写実期に相応の技術を習得できなかったことによ
るものと考えられる。
・デッサンに関していえば、「図画工作」に対する好き嫌いの意識と学習到達度は関連性
があるといえる。
　本研究の分析結果から、「図画工作」の基礎力向上に向けた教育実践の課題は、まずは
学生の絵を描くことに対しての苦手意識を払拭することであるといえる。
　デッサンは、立体を平面に表現することであり、多くの学生の描画に対する苦手意識
の大きな要因のひとつであると考えられる、「見たものを見たままに描く」行為であるが、
今回の鉛筆デッサンに取り組む姿勢に関しては、図画工作や美術への苦手意識がある学生
も、ある程度意欲的に取り組んでいたといえる。これは、①モチーフが単純形体であるこ
と。②目標が明確であること。以上の理由により、他の造形の課題に比べて取り組みやす
い課題であったと考える。
　したがって、本学の学生のように美術学習経験の少ない場合にはとくに、段階的に、目
標を細分化してひとつずつクリアしていくような指導方法は有効だと考える。
　また、比較的に描画技術の問われない、様々な描画材料による基礎技法の学習と、描画
力や構成力などの基礎力の学習を組み合わせることで、美術に苦手意識のある学生が抵抗
感なく取り組めるような課題設定の方法を今後は検討していきたい。
注
１）文部科学省（2017）「幼稚園教育要領」（平成29年３月31日公示／文部科学省告示第六十二号）
２）厚生労働省（2017）「保育所保育指針」（平成29年３月31日公示／厚生労働省告示第百十七号）
３）無藤隆（2017）「今後の幼児教育とは」国立教育政策研究所幼児教育研究センター
４）花篤實・岡一夫（1979）「幼児教育法　絵画製作・造形＜理論編＞」三晃書房　p.５
５）花篤實・岡一夫（1979）「幼児教育法　絵画製作・造形＜理論編＞」三晃書房　p.６
６）文部科学省（2009）「中学学習指導要領解説『美術編』」文部科学省
